
３５ 右室心筋への脂肪沈着の臨床的意義、 

年齢、肥満、24 時間ホルター心電図による心室性期 

外収縮との関連の検討 
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【目的】不整脈源性右室異形成は、右室拡大と右室 

側の心筋の脂肪沈着で形態的に診断されるが、心エ 

コーを含め画像診断で右室心筋の脂肪沈着は頻繁に 

観察される。今回我々は心電図同期マルチスライス 

CT を用いて右室心筋の脂肪沈着を検出し、24 時間ホ 

ルター心電図による心室性期外収縮(VPB)との関連 

を調べた。 

【方法】連続 103 例(男性 66 例、11-85 歳)に心電図 

同期 CT と 24 時間ホルター心電図を行った。CT によ 

る右室脂肪沈着と、年齢、肥満を示す body mass 

index(BMI)、VPB 数の関係を評価した。 

【結果】右室脂肪沈着は 39 例で検出され、うち 23％ 

が VPB に対する抗不整脈薬を服用していた。脂肪沈 

着が無い64例では19％に抗不整脈薬が投与されてお 

り、二群間に有意差はなかった(P=NP)。未治療群に 

おける検討で、脂肪沈着がある 30 例の年齢の中央値 

は 66 歳、脂肪沈着が無い 52 例は 58.5 歳で脂肪沈着 

がある群で有意に高齢であった(P<0.01)。 BMI の中央 

値は脂肪沈着のある群は 22.1、脂肪沈着の無い群は 

21.95 で両群に有意差はなかった(P=0.99)。24 時間 

ホルター心電図での VPB 数の平均は、右室脂肪沈着 

のある群で 1038(中央値 29)、 沈着の無い群で 207(中 

央値 4.5)で有意ではないが(P=0.28)、脂肪沈着のあ 

る群で VPB 数が多い傾向にあった。 

【考察･結論】右室心筋への脂肪沈着のある群は無い 

群より、有意に高齢であったが、BMI との関連は認め 

られなかった。また有意ではないものの、VPB の発生 

数と右室心筋への脂肪沈着には何らかの関係性が示 

唆された。本発表に際し、ご指導いただいた千葉大 

学循環器内科船橋伸禎先生に深謝致します。 
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３６ 糖尿病患者における動脈硬化危険因 

子について～糖尿病マーカー・血清脂質・血圧脈波 

との関係～ 

◯桐谷陽子 西川栄子 磯部みどり 平野繁治 淵上孝 

一 上野芳人 荻野良郎（玄々堂君津病院診療技術部） 

【目的】われわれは、糖尿病マーカーと血清脂質お 

よび血圧脈波を測定し、糖尿病患者と動脈硬化発症 

進展との関係について検討したので報告する。 

【対象】２型糖尿病患者 １０３例を対象とした。 

【方法】 総コレステロール （ＴＣ）、 中性脂肪 （ＴＧ）、 

ＬＤＬ－Ｃ、ＨＤＬ―Ｃ、グリコヘモグロビン(Ｈｂ 

Ａ１ｃ)、グルコースをそれぞれ測定した。また血圧 

脈波(コーリン社)による伝播速度(ＰＷＶ)および 

下肢動脈狭窄の指標(ＡＢＩ)を求めた。 

【結果】１．食後高血糖群での比較：食後２時間の 

血糖値が 200mg/dl 以上をＨ群、 200mg/dl 未満をＮ群 

とした。ＴＣおよびＬＤＬ―Ｃ値はＮ群､Ｈ群の両者 

に差は認められなかった。ＴＧはＮ群(109±28 

mg/dl)に比べＨ群(131±71mg/dl)で高値を、ＨＤＬ 

－ＣではＮ群（58.9±38.4mg/dl）に比べＨ群（52.0 

±16.1mg/dl）で低値を示した。２．脈波でのＰＷＶ 

値では、Ｎ群(1509±240 ㎝/ｓ)に比べＨ群(1601± 

220 ㎝/ｓ)が高値を示した。ＡＢＩ値ではＨ群、Ｎ群 

の両者に差は認められなかった。３．血糖コントロ 

ールの分類での比較：分類はＨｂＡ１ｃ(％)を 

Ａ群(<5.8)、Ｂ群(5.8～6.5)、Ｃ群(6.6～7.9)、 

Ｄ群(>8.0）とした。分類ごとに脈波計測値を比較し 

たところＰＷＶ値はＡ群、Ｂ群、Ｃ群、Ｄ群の順に 

高値傾向を示した。ＡＢＩ値ではＡ群、Ｂ群、Ｃ群、 

Ｄ群の順に有意（Ｐ<0.05）に低値を示した。 

【まとめ】食後高血糖群ではＴＣ値に傾向はみられ 

なかったがＨＤＬ－Ｃが低値、ＴＧが高値を示し 

ＰＷＶ値は高値傾向を示したことから血管硬化の進 

展の可能性が示唆された。血糖コントロール不良群 

ではＡＢＩ値が低値を示したことから下肢閉塞性動 

脈硬化症の進展が示唆された。
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